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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年3月1日(2018.3.1)

【公開番号】特開2016-206015(P2016-206015A)
【公開日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2015-88173(P2015-88173)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ   15/20     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月19日(2018.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バスバ組付け型電流センサであって、
　ケーシング、及び、前記ケーシングの複数の端子支持部にそれぞれ支持された複数のバ
スバを有するバスバモジュールと、
　樹脂モールド、及び、複数の前記バスバに対応して前記樹脂モールド内に設けられた複
数のセンサ部を有するセンサモジュールと、を備えており、
　前記センサモジュールには、それぞれの前記センサ部の近傍に、前記バスバが挿通され
る挿通孔が同一方向に複数形成され、
　前記センサモジュール及び前記バスバモジュールの少なくとも一方に、前記センサモジ
ュールと前記バスバモジュールとを分離可能に仮固定する仮固定部が設けられ、
　前記センサモジュール及び前記バスバモジュールに、前記センサモジュール及び前記バ
スバモジュールを一体的に固定する本固定部がそれぞれ設けられ、
　前記センサモジュールおよび前記バスバモジュールは、互いに仮固定されるまでは別体
であり、複数の前記センサ部を検査するための複数の検査用バスバをそれぞれ前記挿通孔
に挿入可能に構成されていることを特徴とするバスバ組付け型電流センサ。
【請求項２】
　前記本固定部が、前記樹脂モールドに形成された、外部装置への固定用のセンサ側連通
ネジ孔と、前記ケーシングに形成された、前記外部装置への固定用のバスバ側連通ネジ孔
と、を含み、
　前記センサ側連通ネジ孔と前記バスバ側連通ネジ孔とは、前記仮固定部によって前記セ
ンサモジュールと前記バスバモジュールとが仮固定された状態で連通することを特徴とす
る請求項１に記載のバスバ組付け型電流センサ。
【請求項３】
　前記仮固定部が、前記センサモジュール及び前記バスバモジュールの一方に形成された
被係合部と、前記センサモジュール及び前記バスバモジュールの他方に形成された、前記
被係合部と係合する係合部と、を含んでいることを特徴とする請求項１または請求項２に
記載のバスバ組付け型電流センサ。
【請求項４】
　前記仮固定部が、前記センサ部の近傍に設けられていることを特徴とする請求項１から
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請求項３の何れか１項に記載のバスバ組付け型電流センサ。
【請求項５】
　前記樹脂モールドは、所定方向に延びる梁部を有すると共に、前記梁部の両端に脚部を
それぞれ有しており
　複数の前記センサ部は、前記梁部において前記所定方向に配置され、
　前記仮固定部は、前記梁部に形成され、
　前記本固定部は、前記脚部に形成されていることを特徴とする請求項１から請求項４の
何れか１項に記載のバスバ組付け型電流センサ。
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